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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 36,304 △0.8 2,822 △14.2 2,902 △7.0 1,789 △26.7

30年3月期第2四半期 36,587 2.0 3,289 11.0 3,119 6.8 2,441 29.6

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　1,975百万円 （△27.7％） 30年3月期第2四半期　　2,731百万円 （114.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 62.11 61.78

30年3月期第2四半期 83.96 83.55

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し
て、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 78,172 44,017 53.0 1,449.46

30年3月期 76,155 43,349 53.5 1,410.38

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 41,441百万円 30年3月期 40,747百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,000 1.2 6,600 0.2 6,500 1.7 4,200 △8.2 145.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規　１社　（社名）迪恩特塗料（浙江）有限公司、除外　－社　（社名）－

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重
要な子会社の異動）」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 29,710,678 株 30年3月期 29,710,678 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 1,119,733 株 30年3月期 819,606 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 28,807,353 株 30年3月期2Q 29,084,828 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調が継続

しました。一方、米国の保護主義的な政策に起因する通商問題や金融資本市場の変動などが景気の下振れリスクと

して懸念されており、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績については、売上高は主力の国内塗料事業で減少したこと

から363億４百万円（前年同四半期比 0.8％減）、営業利益は原材料価格高騰等により28億２千２百万円（同 ４億

６千７百万円減）、一方、経常利益は為替差損等の改善から29億２百万円（同 ２億１千６百万円減）となりまし

た。親会社株主に帰属する四半期純利益は17億８千９百万円（同 ６億５千２百万円減）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

［国内塗料事業］

主力の構造物分野の市況が回復基調にある一方、建材分野では需要が低調に推移したため売上は減少し、また、

原材料価格高騰により各塗料分野の利益を押し下げました。当第２四半期連結会計期間より製品価格改定の効果が

顕在化し、各塗料分野の収益性の改善は進んでおりますが、当セグメント全体の業績としては、減収減益となりま

した。 

この結果、売上高は263億３千９百万円（前年同四半期比 1.7％減）、営業利益は14億３千６百万円（同 ３億８

千５百万円減）となりました。

 

［海外塗料事業］

東南アジア市場においては、主力のタイにおいて自動車部品分野の需要が堅調に推移し、売上が増加しました。

また、中国市場では輸送用機器分野の需要が増加し、売上が増加しました。一方、北中米市場では主要取引先の減

産影響を受け、自動車部品分野の売上が減少しました。そのため、当セグメント全体の業績としては、増収減益と

なりました。 

この結果、売上高は39億５千８百万円（前年同四半期比 2.9％増）、営業利益は５億８千１百万円（同 １億４

千１百万円減）となりました。 

 

［照明機器事業］

照明工事の売上が前年に比べて増加し、業務用ＬＥＤ照明分野では新規顧客の開拓が進みましたが、蛍光灯分野

における市場縮小の影響を補うまでには至らず、売上は減少しました。利益面では製造原価や販売管理費の低減に

努めたことで前年を上回り、減収増益となりました。 

この結果、売上高は43億８千２百万円（前年同四半期比 0.6％減）、営業利益は４億９千３百万円（同 ５千１

百万円増）となりました。 

 

［蛍光色材事業］

塗料分野では安全対策用途を中心に需要が増加しましたが、顔料分野では市況の低迷が続き、売上は減少しまし

た。利益面では原材料価格高騰の影響を強く受けたことで前年を下回り、減収減益となりました。 

この結果、売上高は６億３千７百万円（前年同四半期比 0.8％減）、営業利益は３千万円（同 ４千１百万円

減）となりました。 

 

［その他事業］

売上高は９億８千６百万円（前年同四半期比 10.7％増）、営業利益は１億４千４百万円（同 ４千５百万円増）

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は781億７千２百万円となり、前連結会計年度末と比較して20億１千７百

万円の増加となりました。流動資産は347億３百万円で前連結会計年度末と比較して12億７千万円の増加となりま

したが、これは現金及び預金の増加８億４千５百万円、受取手形及び売掛金の増加１億２千８百万円、その他の増

加３億２千４百万円等が主因であります。固定資産は434億６千９百万円で前連結会計年度末と比較して７億４千

６百万円の増加となりましたが、これは有形固定資産の減少３億７百万円、投資その他の資産の増加10億７千５百

万円等が主因であります。

負債は341億５千５百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億４千８百万円の増加となりました。流動負

債は276億３千５百万円で前連結会計年度末と比較して11億９千６百万円の増加となりましたが、これは支払手形

及び買掛金の減少３億３千２百万円、短期借入金の増加20億４千１百万円、未払法人税等の減少２億６千４百万

円、その他の減少１億９千９百万円等が主因であります。固定負債は65億１千９百万円で前連結会計年度末と比較

して１億５千２百万円の増加となりましたが、これは繰延税金負債の増加２億８千３百万円、リース債務の減少９

千４百万円等が主因であります。

純資産は440億１千７百万円で前連結会計年度末と比較して６億６千８百万円の増加となりました。これは利益

剰余金の増加10億６千６百万円、自己株式の増加４億３百万円、その他有価証券評価差額金の増加４億３千９百万

円、為替換算調整勘定の減少１億５千６百万円、退職給付に係る調整累計額の減少２億５千２百万等が主因であり

ます。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想は、前回発表（平成30年５月11日）の業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,428 5,274 

受取手形及び売掛金 18,561 18,689 

商品及び製品 5,579 5,683 

仕掛品 753 750 

原材料及び貯蔵品 3,095 2,952 

その他 1,077 1,401 

貸倒引当金 △63 △49 

流動資産合計 33,432 34,703 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 19,248 19,340 

減価償却累計額 △13,394 △13,616 

建物及び構築物（純額） 5,853 5,723 

機械装置及び運搬具 21,240 21,440 

減価償却累計額 △18,069 △18,350 

機械装置及び運搬具（純額） 3,170 3,089 

土地 11,678 11,672 

リース資産 1,324 1,326 

減価償却累計額 △648 △720 

リース資産（純額） 676 605 

建設仮勘定 62 75 

その他 5,369 5,459 

減価償却累計額 △4,310 △4,434 

その他（純額） 1,058 1,025 

有形固定資産合計 22,499 22,192 

無形固定資産    

リース資産 244 183 

その他 393 432 

無形固定資産合計 637 615 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,553 7,195 

繰延税金資産 2,118 1,980 

退職給付に係る資産 10,392 10,966 

その他 591 586 

貸倒引当金 △69 △67 

投資その他の資産合計 19,586 20,662 

固定資産合計 42,723 43,469 

資産合計 76,155 78,172 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,595 17,262 

短期借入金 1,963 4,005 

リース債務 280 227 

未払法人税等 806 541 

役員賞与引当金 33 － 

製品補償引当金 379 413 

環境対策引当金 － 5 

その他 5,380 5,180 

流動負債合計 26,439 27,635 

固定負債    

長期借入金 27 4 

リース債務 728 633 

繰延税金負債 3,149 3,433 

再評価に係る繰延税金負債 1,303 1,303 

退職給付に係る負債 986 992 

環境対策引当金 103 98 

その他 67 53 

固定負債合計 6,366 6,519 

負債合計 32,806 34,155 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,827 8,827 

資本剰余金 2,452 2,452 

利益剰余金 21,025 22,092 

自己株式 △919 △1,322 

株主資本合計 31,385 32,049 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,346 2,785 

土地再評価差額金 1,882 1,882 

為替換算調整勘定 △51 △208 

退職給付に係る調整累計額 5,185 4,932 

その他の包括利益累計額合計 9,362 9,392 

新株予約権 138 159 

非支配株主持分 2,462 2,417 

純資産合計 43,349 44,017 

負債純資産合計 76,155 78,172 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 36,587 36,304 

売上原価 25,185 25,490 

売上総利益 11,401 10,814 

販売費及び一般管理費 8,111 7,991 

営業利益 3,289 2,822 

営業外収益    

受取利息 6 8 

受取配当金 106 116 

その他 117 128 

営業外収益合計 230 253 

営業外費用    

支払利息 38 27 

製品補償引当金繰入額 161 47 

その他 201 98 

営業外費用合計 401 173 

経常利益 3,119 2,902 

特別利益    

投資有価証券売却益 584 － 

その他 39 － 

特別利益合計 623 － 

特別損失    

固定資産処分損 23 26 

その他 17 － 

特別損失合計 40 26 

税金等調整前四半期純利益 3,701 2,875 

法人税、住民税及び事業税 1,031 525 

法人税等調整額 39 337 

法人税等合計 1,071 862 

四半期純利益 2,630 2,012 

非支配株主に帰属する四半期純利益 188 223 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,441 1,789 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 2,630 2,012 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 103 439 

為替換算調整勘定 53 △223 

退職給付に係る調整額 △54 △252 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0 

その他の包括利益合計 101 △36 

四半期包括利益 2,731 1,975 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,519 1,819 

非支配株主に係る四半期包括利益 212 156 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,701 2,875 

減価償却費 1,013 1,011 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33 △33 

退職給付に係る資産負債の増減額 △506 △932 

製品補償引当金の増減額（△は減少） 143 33 

環境対策引当金の増減額（△は減少） △11 △0 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △15 

受取利息及び受取配当金 △113 △125 

支払利息 38 27 

持分法による投資損益（△は益） 2 1 

固定資産処分損益（△は益） 23 26 

投資有価証券売却損益（△は益） △582 － 

売上債権の増減額（△は増加） △699 △190 

たな卸資産の増減額（△は増加） 133 △1 

仕入債務の増減額（△は減少） 733 △136 

その他 11 △140 

小計 3,856 2,400 

利息及び配当金の受取額 113 125 

利息の支払額 △38 △26 

事業構造改善費用の支払額 △143 － 

法人税等の支払額 △1,678 △1,144 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,109 1,354 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △403 △2 

定期預金の払戻による収入 556 2 

有形固定資産の取得による支出 △642 △886 

有形固定資産の除却による支出 △16 △16 

投資有価証券の取得による支出 △10 △10 

投資有価証券の売却による収入 673 － 

関係会社株式の売却による収入 60 － 

その他 50 △27 

投資活動によるキャッシュ・フロー 267 △940 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 587 2,150 

長期借入金の返済による支出 △1,654 △129 

自己株式の取得による支出 △219 △403 

リース債務の返済による支出 △160 △156 

配当金の支払額 △582 △722 

非支配株主への配当金の支払額 △164 △201 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,193 537 

現金及び現金同等物に係る換算差額 54 △101 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 238 850 

現金及び現金同等物の期首残高 3,953 4,256 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,191 5,106 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成30年５月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式300,000株の取得を行いました。この結果、当

第２四半期連結累計期間において自己株式が402百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が

1,322百万円となっております。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第２四半期連結会計期間において、迪恩特塗料（浙江）有限公司を新たに設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。なお、迪恩特塗料（浙江）有限公司は当社の特定子会社に該当しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  国内塗料 海外塗料 照明機器 蛍光色材 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
26,799 3,845 4,409 642 35,696 891 36,587 － 36,587 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

426 － 0 32 459 1,231 1,691 △1,691 － 

計 27,225 3,845 4,409 675 36,155 2,123 38,278 △1,691 36,587 

セグメント利益 1,822 723 442 71 3,059 98 3,157 132 3,289 

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗装工事事業、物流事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益の調整額132百万円は、セグメント間取引消去であります。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益の認識はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  国内塗料 海外塗料 照明機器 蛍光色材 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
26,339 3,958 4,382 637 35,318 986 36,304 － 36,304 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

510 － 0 31 542 1,222 1,764 △1,764 － 

計 26,850 3,958 4,383 669 35,860 2,209 38,069 △1,764 36,304 

セグメント利益 1,436 581 493 30 2,542 144 2,687 135 2,822 

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗装工事事業、物流事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益の調整額135百万円は、セグメント間取引消去であります。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益の認識はありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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